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～見なれたものをはじめて見るかのように、
初めてのものを昔から知っているかのように～

○ 進路ニュース今回号の題の言葉は、蛍雪時代 6 月号のインタビューで、哲学者 鷲田
清一 氏が、「学びの面白さ、辛さ」について聞かれた時の言葉です。「普段見ているも

の が 違 う よ う に 見 え る よ う に な る 」 の が 学 ぶこ とで 、 そ の ため に は 、「 見 なれ た も の を
はじめて見るかのように、初めてのものを昔から知っているかのように」見る練習をし

なければならないと答えました。常識をとらえ直したり、逆に、共通点を探す経験をた
くさん積んで、高校での学びの面白さを体得しよう。

○志願倍率・実質倍率について
県内国公立大の志願倍率・実質倍率（ 2023 年度入試）

左から 募集人員→ 志願者数 →志願倍率 →受験者 数→実質倍率 →合格者数

（「蛍雪時代」 6 月号） （ベネッセ資料）

国公立大学の後期日程は高倍率の学科等はあるものの、欠席率の上昇が続いている。
（欠席率 2006 年度 50%→ 2023 年度 63.2%）。全体的には競争率が緩和し、諦めずに「受
験を続ける」受験生が報われやすい環境が続いている。（東進保護者進路講演会資料）

○「学習室利用状況」について
☆月間利用者数（ 5/30 現在）

利用者数が月間比で 2.4倍となりました。
学年 1 年 2 年 3 年 合計 学 習 室 の 存 在 が 全 学 年 に 認 知 さ れ た よ う で

す。休日にうまく利用している人もいます。
4 月 11 26 35 72 利 用 の 際 に は 、 退 校 時 間 を し っ か り 守 っ

て く だ さ い 。 ま た 、 利 用 者 名 簿 に 名 前 等 の
5 月 31 70 72 173 必要事項を必ず記入してください。



○「 1点の重み」について

← 関 西 大 商 学 部 2 月 一 般 入
試。合格最低点は満点 450 点
中 277 点 。 最 低 点 含 む 上 10
点幅に合格者の 27％が集中。
ま た 、 わ ず か 1点 差 で 教 室 1
つ分の数が不合格となる。 10
点差内の不合格者は 364 人。
た っ た 1 つ の ｹ ｱ ﾚ ｽ ﾐ ｽが 命

取 り に な り 合 否 が 入 れ 替 わ
る。
定 期 考 査 や 模 試 の 見 直 し

に時間をかけ、基礎を固め、
答 案 を ﾌ ﾞ ﾗ ｯ ｼ ｭ ｱ ｯ ﾌ ﾟし よ う 。
採 点 者 は 行 間 ま で 読 ん で く
れない。答案がすべて。
← （「蛍雪時代 6 月号」）

○「総合型選抜・学校推薦型選抜」について （医療・福祉系資格試験結果高校生向け速報号）

・総合型選抜 ・学校推薦型選抜

↑ （「蛍雪時代 5 月号」）


